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研究成果の概要（和文）： 

 本研究は、当初、世界レベルでの甚大な被害が予想される重篤な新興感染症等、特に新型イン

フルエンザ(H5N1)をターゲットとした、国民や社会全体への被害を抑える対策の一つ、感染症教

育の有効的な手法に関する研究であったが、東日本大震災以降、二次災害としての感染症の対策

の意味合いも加え、知識の浸透と自主性の育成を念頭に、研究モデル校において、教育機器を用

いた講義と自ら考える演習（避難所シミュレーション等）を併せたプログラムを実施、介入前後

のアンケート調査の結果等から有効性が認められた。 

 

研究成果の概要（英文）： 
 Our comparative study between Japan and Taiwan intends to developing an educational 
system and a method for prevention of Infectious Diseases Pandemic, especially HPAI 
(H5N1). 
 After the horrible Earthquake in Japan, a conceptual prevention of commonly epidemic 
infectious diseases as possible re-emergence of disaster was also added to this target. 
Our study model and the education program is assessed by questionnaire analysis and 
strictly evaluated by Tokyo Metropolitan Board of Education. 
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　感染症教育プロセス（坪内, 2011）：　野中等SECIモデル「知識創造の方法論」の感染症対策への応用

　暗黙知

暗 形
黙 式
知 知

　形式知

　※ 調査・リスクコミュニケーション：　21-22年度挑戦的萌芽並びに22-24年度基盤(B)一般の研究課題（研究代表：坪内）

共同化　　　　　　　　　　　   表出化
Socialization           Externalization

個人から発する知識　　　　伝達できる形になった

　　　　　　　　　　　　　　　　　　知識

内面化　　　　　　　 連結化
Internalization         Combination

個人に取り込まれた知識　　グループで共有された
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　知識

　　個人　→　集団

　調査やリスクコミュニ
　ケーションの結果を
　元に※、感染症のリス
　ク評価を明確にする
　ため、一般的なリスク
　回避対策のガイドライ
　ンやテキストの策定を
　するプロセス

　　集団　→　組織

　集団ごとに集まった情
　報（特徴や集団ごとの
　リスク等）を組み合わ
　せ、共通した情報・知
　識の形（感染症教育
　の制度化等）に創設し
　ていくプロセス

　　個人　→　個人

　個人が経験的に修得
　した知識をやノウハ
　ウを共有の形で他者
　に伝授し、知識を同じ
　ように修得させていく
　プロセス

　　組織　→　個人

　個人に取り込まれた
　情報・知識に基づい
　て行動することで（リ
　スク回避の訓練；
　シュミレーション等）、
　自己の知識や体験
　として修得して行く
　プロセス

１．研究開始当初の背景 

 我が国では、ブタ由来の Pandemic (H1N1)2009

の発生以降社会の関心が新型インフルエンザに

注がれ、必要に迫られて対策は一気に進んだよ

うに見える。しかし、低病原性の Pandemic 

(H1N1)2009とは異なり、国民の 30%が感染し呼

吸不全等重篤化の傾向が強く約 14,100が死亡

すると予測されている。厚労省は Pandemic 

(H1N1) 2009の 43週での被害状況として全体の

7割が 14歳以下の患者であると報告した。感染

者数が増えれば重篤患者数も確実に増える。特

に高病原性の場合隔離室以外に ICU室や人工呼

吸器も必要だが、現状でも入院施設等の確保は

極めて困難なため人的にも経済的にも甚大なる

損害が予想される。H1N1型の発生・流行の状況

が示すように、政治・経済の拠点である東京の

ようなエリアでは交通網が発達し人口の集中が

著しく「人の移動と感染症の拡大との関係」は

特に密接で(Fidler DP, et al, J Law Med 

Ethics,2007)、しかも医療機関での受入れ・医

療者数には限界があることを考えると、感染

者・曝露者の自宅療養・非感染者の自宅待機等

の、隔離を含む行動規制が高病原性の新型イン

フルエンザの対策としては極めて有効的だと予

想される。 

 そこでまず、実態調査を行ないリスクが高い

生徒の行動の特徴を把握・分析し、さらに、台

湾で同一内容で調査を実施し比較分析等を行な

い、国民をリスク回避行動に導くための感染症

に関する有効な情報伝達方法、つまりは教育的

介入手法の確立について研究を進めた。 

 研究では、Pandemic (H1N1)2009の反省以外

に、2011年 3月の東日本大震災での感染症対策

での反省をも参考に、途中大幅な修正を行なっ

て研究モデル校にて教育介入を実施した。 

２．研究の目的 

 現在、世界レベルで発生・流行が危惧されて

いるインフルエンザ(H5N1)等による国民の身体

的並びに経済的被害を低減する制度として、情

報伝達方法の１つである「感染症の教育介入シ

ステム」を国内外に整備することを最終目標に

掲げ、日本以外に、比較調査対象国である台湾・

等の首都に在住する生徒の感染症の基本知識等

に関する現状把握並びに各モデル校を拠点とし

た介入・観察の形での調査を実施し、感染症教

育の効果について検証し、より有効な感染症教

育の手法（プロセスやプログラムや教育方法な

ど）を開発することを目的とし、さらにその結

果を感染症教育の義務教育化、並びに、WHO等

のグローバル・スタンダード作りにつなげてい

ければと考えている。 

 

３．研究の方法 

 国の新型インフルエンザ対策でハイリスク・

グループに分類され、行動面でのリスクも高い

と予想され、さらに教育的効果の定着の度合い

や期間の点でも期待値が高い生徒や学生等若年

層に対して調査を実施した。 

 新型インフルエンザ等の基本知識、あるいは

新型インフルエンザ発生・流行時における受診

を含む行動全般に関して、各生徒に対して 22

年度は教育的介入の前に知識レベルを計る意味

でアンケート調査を実施し、23年度も基本的に

は同様に実施し調査結果を分析したが、徐々に

修正を加えていった。途中から調査国は日本、

台湾に限定し、中学生、高校生、大学生等に向

けて教育介入並びにアンケート調査を実施し考

察した。 

 当初の計画では、調査対象とするモデル校は

米国を含む各国６校とし、教育的介入を実施す

る群と実施しない群、あるいは学年層を比較す

るなど、調査結果の分析データをもとに、感染

症教育と国民のリスク回避行動との関係につい

て検証し、有効的教育的介入手法の開発を進め

る予定であったが、各国の教育制度や各校のカ

リキュラムの縛りがあって、実施時期を合わせ

ることも厳しく、計画通りには行なえなかった。 

 その上、日本を襲った震災によって、自然災

害で懸念される二次災害としての感染症の対策

が置き去りにされていることが明らかとなって、

また、東北や関東で震災前後に高病原性鳥イン

フルエンザ H5N1ウイルスが野鳥から検出され

てはいたが震災関係で追跡調査等がなされてい

ないなどの問題があることが判明したため、研



 

 

究計画最終年度の 24年度は、大幅に軌道修正を

行なった。 

 被災地等で特に問題となる一般感染症を、重

篤な被害が予想される新しい感染症を主たるタ

ーゲットとした本課題に加え、研究モデル校等

からの要請に応じる形で、災害教育のなかの感

染症教育として、受け身的になり易い講義だけ

でなく自主性や応用力を身につけさせる目的の

演習やグループ討論等を教育プログラムに導入

し、中学生・高校生に向けて教育介入並びに調

査を実施した。 

 

４．研究成果 

 本研究課題 22年度研究は、新型インフルエン

ザ(H1N1)の発生・流行で一般国民にも「新型イ

ンフルエンザ」という名称は周知されたが、実

際には、政府からの最新並びに一律な正しい情

報ではなく、マスコミ主導のバラバラの情報配

信であったからか、正しく理解されていない可

能性が非常に高いと考えられたため、流行が収

まるのを待って時期を遅らせて、本研究の予備

的に調査を実施した。その結果、リスク認知と

リスク回避行動とが、リスクマネジメントの概

念通りに正しくリンクしている勤労者(危機管

理担当者)に対して、高齢者は自らの身体的リス

クを認識した上で、新型インフルエンザ対策に

関する情報収集等に強い関心を示し、マスコミ

や広報から得た知識を正しく認識できていない

割合も他のグループより多いが、行動面で慎重

でリスク回避の方向に進む傾向があることがわ

かった。その一方で、中学生他若者層は、知識

吸収能力は高く対策についても正しく理解して

いるが、行動に関するリスクの認識が甘く、知

識と行動とが合致せず危険性が高いことがわか

った。H1N1型の国内発生・流行時の関西の高校

生がカラオケ店に殺到した事件が裏付けとなる。

中学生と、高校生・大学生を比較した場合、知

識に関する設問でほとんど有意差がみられなか

ったため、調査モデル国の台湾では対象を中学

生に絞った。台湾の中学生の行動は、日本の勤

労者に近い行動をとること、講義や広報、マス

コミ（一律の政府報道）に依存し、より慎重で

あることがわかった。また、全体的に、高病原

性と低病原性のリスクを正しく理解していない

ことがわかった。以上の結果を参考に、「感染症

教育」の効果としての行動リスクの低減への期

待値は非常に高いという結論を得て、教育効果

の高い介入手法の検討を進めた。 

 23年度は、22年度の結果を踏まえ、独自の判

断で行動するようになる義務教育課程の中学生

に研究のターゲットを絞って、アンケート内容

を変えるなどし、知識や情報源に関する設問を

中心に修正をかけ、台湾の公立中学、日本人学

校、日本の公立中学、中華学校に向け再調査を

実施する計画であり、2011年3月末に研究発表

を兼ねて研究打合せを実施予定であったが、震

災・原発の影響によって、共同研究先の台北医

学大学等の協力が得にくい状況となった。さら

に、台湾と東京の教育機関でのアンケート調査

も震災関係でカリキュラムの問題として容易で

はなくなったため、当初の計画を変更し、共同

研究先である台北医学大学の研究者等と討議を

重ね、現在は既存データの再分析した。１）知

識があると回答している者であっても記述欄に

は無回答、もしくは間違って記載している場合

が多い、2）高病原性と低病原性のリスク、それ

に伴う対策面で正しく理解していない場合が多

い、3)正しく理解していても蔓延につながるハ

イリスクな行動をとる場合があることなど様々

なパターンがあることが判明している。 

 24年度は、台北医大と東北大学の協力のもと

で実施した；Fan Chia-Kwung（台北医学大学 教

授）、Chang Nen-Chung（台北医学大学教授／ 副

医学部長）、Chang Yu-Tai（台北医学大学准教授

／台北市立総合病院和平婦幼分院 救急科部

長 ）、 Lee Yuarn-Jang（台北医学大学講師）、

佐藤 健（東北大学災害科学国際研究所教授） 

 有効な教育手法の候補として KEEPAD Japan 

の教育機器（Turning Point RF）を用いる以外

に、知識の修得度を測れるような形での回答方

法を取り入れ実施した。国のH1N1 型での対策

の反省を含めた H5N1 型等高病原性の新型イン

フルエンザ対策は、震災・原発対応でほぼ停ま

ったままであったが震災前後にも H5N1 型等深

刻な被害が予想される高病原性鳥インフルエン

ザの鳥への被害報告はあった。スマトラ沖そし

て今回の東日本での地震に伴う津波の二次的被

害としての季節性インフルエンザ等感染症の蔓

延の状況も参考に、東北の津波対策教育のよう

な、自分で考えリスクを評価し行動を決定でき

るような教育方法を目標に再度研究計画を見直

し進めた； 2012.4 - 5 台湾と日本で行ったア

ンケートによる予備調査の内容や調査方法等の

解析と教育的介入法に関する検討。日本のモデ

ル校である東京都立小石川中学・高校等の教員

（研究協力者）との調査実施日や調査内容に関



 

 

する打合せ。国内の分担者・台湾の共同研究者

を招いて研究班会議並びに公開の形でセミナー

を実施した。2012.7-3 国内（都立小石川中等ほ

か２校）で教育的介入並びにアンケート調査、

研究発表を実施。2013.3 現在 教育介入の結果

の発表（生徒による）と講義でのまとめ、調査

結果分析。 

 最終年の介入は上記感染症教育プロセスに沿

って実施した結果、データの分析で有効性が認

められるだけではなく、東京都教育庁から高く

評価され、10月の介入（避難所シミュレーショ

ン）はメディア（じほう MEDIFAX）で取り上げ

られた。今後の発展研究も、「国内外の新型イン

フルエンザ対策」の手本として必ず役立つと考

えている。 

 なお、現在は論文準備中のため、本報告では

概要のみの報告に留める。 
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